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研究成果の概要（和文）：　本研究は、中国社会のジェンダー構造とその歴史的変化について家族を中心に検討し、中
国社会のジェンダー秩序の特徴とその変化の画期を明らかにすることを目的とした。
　研究の結果、前近代においては、滋賀秀三が論じたような中国の伝統家族が形成されたのは宋代以降であること、近
現代については、五四新文化運動期に恋愛結婚による小家族が近代的知識人によって正統と考えられるようになり、人
民共和国成立後の家族改革は普遍的にそのような家族を成立させようとしたこと、等が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This research project examines the special characteristics of gender order in 
Chinese society and its changes over time, focusing on the family and its roles in gender structures.
Among the results of our research are: (1) for the premodern era (Qin to Qing) we have shown that the 
"traditional Chinese family” as described in the work of Shiga Shuzo took shape from the Song dynasty; 
(2) and for the modern and contemporary period we have shown that Chinese intellectuals influenced by 
ideas about from the May Fourth Cultural movement about "love marriages" came to regard the nuclear 
family as the orthodox family type, and (3) that the “love marriage” style became the norm as a result 
of the family revolution under the PRC, etc.

研究分野：中国近現代史・中国ジェンダー史
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１．研究開始当初の背景 
日本の中国研究は国際的にも高い水準で
知られるが、その中にあってジェンダーに関
する領域はひどく立ち後れており、ひいては
日本の中国認識にも偏りがもたらされてい
る。本共同研究のメンバーは、このような状
況を打開すべく平成 24 年度より人間文化研
究機構現代中国地域研究プロジェクト拠点
である東洋文庫現代中国研究資料室ジェン
ダー資料研究班を発足させて中国ジェンダ
ー史共同研究を行ってきたが、本研究はこれ
と連携しつつ中国ジェンダー史研究を推進
しようとして計画され、同共同研究のメンバ
ーによって組織された。 
 
２．研究の目的 
中国共産党の一党独裁下で急速な経済発
展を続ける中国の国家社会のシステムに、ジ
ェンダーは如何に構造化され秩序づけられ
ているのか。本研究は歴史的視点からこれを
構造的に把握するための基礎研究を行うも
のであり、以下の研究目標を設定した。 
(1) 中国社会の伝統的ジェンダー秩序の特質
の位置づけ、(2) 近現代中国のジェンダー関
連政策とジェンダー秩序の変容の構造的把
握、(3) 近代から現在に至るジェンダー構造
の変容過程のアジア間の相互連鎖の解明、(4) 
関連資料の収集と資料・研究情報の発信、成
果共有のシステムの構築。 
 とりわけ、中国社会における家族のジェン
ダー構造の分析に焦点を当てた。その際、前
近代においては、滋賀秀三のいう中国の伝統
家族の理念型を、近現代においては「近代家
族」モデルを、分析の際の参照軸とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究においては、共同研究メンバー各人
が国内および中国・台湾・アメリカなどの各
地に史料調査に赴き、収集した史料を共有し
つつ個別に研究を進めるとともに、2013～
2014 年度には各年数回のワークショップお
よび公開シンポジウムを開催してその成果
を共有するとともに議論を闘わせて分析を
深めた。 
 研究開始以来、開催したワークショップ・
シンポジウムは以下のとおりである。 
① 2013年中国社会文化学会大会シンポジウ
ム「中国のジェンダー構造の歴史的変容」 
② 2013 年 7月 7日（日） 於：東京大学（中
国社会文化学会と共催） 
③ シンポジウム＜中国史における家族像の
展開――滋賀「中国家族法」を歴史化す
る＞2013 年 9 月 21 日（土） 於：日本
大学文理学部 
④ シンポジウム＜ビジュアル・メディアと
ジェンダー＞（共催あり）2013 年 12 月
15 日（日）於：東洋文庫 
⑤ シンポジウム＜中国古代のジェンダー構
造＞2014 年 3 月 13 日（木）於：東洋文
庫 

⑥ ワークショップ＜現代中国のフェミニス
トムーブメント＞2014 年 5 月 25 日於：
東洋文庫 
⑦ ワークショップ＜魏晋南北朝時代のジェ
ンダー構造＞2014年 7月 12日（土） 於：
日本大学文理学部 
⑧ ワークショップ＜唐宋変革とジェンダー
秩序の変容＞2014 年 9月 15 日（月・祝） 
於：東洋文庫 
⑨ ワークショップ＜紛争下の暴力とジェ
ンダー＞2014 年 10 月 18 日 於：日本大
学文理学部 
⑨ シンポジウム＜現代中国におけるジェン
ダー･ポリティクスの新局面＞2014 年 10
月 19 日 於：日本大学文理学部 
 2015 年度から、これらの成果を本研究メン
バーの執筆による下記『ジェンダーの中国
史』として刊行し、またシンポジウムの成果
を同『現代中国のジェンダー・ポリティクス』。
として刊行した。さらに小浜正子・下倉渉・
佐々木愛・高嶋航編『中国ジェンダー史研究
入門』京都大学学術出版会、として近く刊行
予定である。 
 
４．研究成果 
（１）滋賀秀三の提出した中国の伝統家族の
理念型（以下、滋賀「中国家族法」）は、現
在までの研究の到達点と言えるもので、父系
制の先祖の血統を伝え祭祀をする資格と財
産の相続権が表裏一体となった家族のあり
方である。私たちはこのモデルを明清中国の
家族のあり方として基本的に承認しながら
も、そのような家族像は中国史を貫いて早い
段階から存在したのではなく、中国社会の歴
史的変化の中で形成されてきたものだと考
え、その「歴史化」を多角的に試みた。 
 史料的に、滋賀「中国家族法」のような財
産相続のあり方は近世以降にしか確認され
ていない。論理的にも、滋賀が父系の祭祀と
財産相続を基礎づけると考える「父子同気」
といういい方は朱熹以降にしか見られず、し
たがって朱子学的な家族観念と親和性の高
い滋賀「中国家族法」は朱子学の時代以降で
しか成立し得ないことが、研究協力者の佐々
木愛によって明らかにされた。 
 
（２）ではそれ以前の時代の家族像は、どの
ようなものであったのか。中国では文字に書
かれた歴史時代の初めから家族は父系制が
基本ではあったが、漢代以前には母系の血縁
も同族と見なすような親族観念が一般的に
認められており、厳格な父系制の親族観念は
徐々に強化されていったことが、研究協力者
の下倉渉によって、多角的に明らかにされて
いる。 
 
（３）宋～明清の中国近世社会では、女性へ
の厳しい貞節の要求や、女性隔離などのジェ
ンダー規範が強化されていった。（これらは、
唐代以前の中国社会ではあまり見られなか



った） 
 以上より、中国前近代社会の家族構造やジ
ェンダー秩序は、唐代以前と宋代以降ではか
なり大きな断絶があると考えられる。日本の
中国史学界では唐代と宋代の間に大きな社
会構造の変化があったとする「唐宋変革」が
ひろく論じられているが、本研究はジェンダ
ーの視点から「唐宋変革」論を支持するもの
である。 
なお、男女を空間的に隔離するべきだとい
うジェンダー規範は、日本近世にはほとんど
見られなかったものであり、このような違い
についても、今後さらに研究が深められる必
要がある。 
 
（４）19 世紀末からの中国近代の社会変化の
中で、あるべき男性像は大きく変化した。前
近代中国社会における覇権的男性性は文人
士大夫に具象化されており、「武」は「文」
より下位に置かれていたが、清末の亡国の危
機の中で救亡を担うべき軍人があるべき男
性性を体現するようになり、「軍国民」の創
造がめざされるようになった。中国近代の
「男らしさ」の規範の変化については、研究
分担者の高嶋航が具体例を豊富に示して明
らかにしている。 
 
（５）中国近代の社会変化の中でのジェンダ
ー構造の変化を、とくにナショナリズムとの
関連において論じたのは研究分担者の坂元
ひろ子である。彼女は従来のナショナリズム
研究にジェンダー視点が不十分であること
を指摘しつつ、男性や女性の身体への視線に
どのようにナショナルな意識が関連するか
に注目した。特に中国女性を象徴するされた
纏足が、前近代の中国の優れた文化の表象か
ら、近代になって遅れた中国の代表へと、そ
の意味するものが「国粋から国恥へ」変化す
る中での女性の置かれた複雑な状況を丁寧
に読み解いている。 
 
（６）中国近代の家族改革をめぐる議論は、
五四新文化運動期に男性知識人によって始
められやがて女性知識人も参画していった。
愛・性・結婚をめぐる多様な意見の闘わされ
る何度かの論争の中で、封建的な伝統家族は
批判され、恋愛結婚による小家族があるべき
家族像だという意識が新式知識人に共有さ
れてゆく。その家族像は、愛・性・結婚・生
殖の四位一体がなっているという点では、西
洋近代にあるべき家族と考えられるように
なった「近代家族」と似通っている。しかし
恋愛による小家庭の束縛を論じた議論は当
時も現在も賛同を得ることができず、それで
は現在の婚姻制度やジェンダー構造の見直
しにはつながらないと、研究分担者の江上幸
子は指摘している。 
 
（７）中華人民共和国成立後の家族改革は女
性解放・男女平等を前面に押し出し、親が決

める封建的な結婚を破棄して当事者間の愛
情に基づいた家族を広範に形成するように
した。しかしそこでは通い婚や同性関係や非
婚など、規範的な結婚以外の結婚と家族のあ
り方は否定され、国家による個々の家族への
介入も強まった。生殖も国家が介入するよう
になり、社会主義建設に貢献するべく計画出
産が図られる様になってゆく。研究代表者の
小浜正子は、こうした中華人民共和国のジェ
ンダー秩序が実現した一定程度の女性解放
と新たな抑圧について検討している。 
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